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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
蒼
い
心
色

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
５
２
９
Ｙ

【
作
者
名
】

　
昼
夜
の
迷
人

【
あ
ら
す
じ
】

　ル
ミ
ナ
は
、
男
勝
り
で
男
口
調
、
喧
嘩
を
売
ら
れ
れ
ば
即
買
っ
て
し
ま
う
、
男

前
な
イ
ケ
メ
ン
女
性
。

そ
ん
な
ル
ミ
ナ
が
突
然
蒸
発
し
て
し
ま
っ
た
馬
鹿
親
父
を
探
す
た
め
、
旅
費
を

稼
ぐ
た
め
に
賞
金
稼
ぎ
の
仕
事
を
し
な
が
ら
旅
を
す
る
こ
と
に
。

し
か
し
、
旅
に
出
た
矢
先
、
無
愛
想
な
少
年
が
厄
介
事
を
運
ん
で
き
て
…
…
！
？
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登
場
人
物

ル
ミ
ナ
・
カ
デ
ィ
ッ
ク

物
語
の
主
人
公
。
男
勝
り
で
強
気
、
売
ら
れ
た
喧
嘩
は
絶
対
買
う
男
前
イ
ケ
メ

ン
女
性
（
１
９
）
。
突
然
蒸
発
し
、
変
な
書
き
置
き
を
置
い
て
い
っ
た
馬
鹿
親

父
を
探
す
た
め
、
賞
金
稼
ぎ
に
な
っ
て
旅
に
出
る
。
武
器
は
細
い
双
剣
。
２
本

の
剣
を
舞
う
よ
う
に
扱
い
、
相
手
を
惑
わ
し
て
斬
り
か
か
る
。

ホ
ル
ス

記
憶
喪
失
の
Ａ
級
賞
金
首
。
無
愛
想
で
毒
舌
な
、
女
顔
の
美
少
年
（
１
７
）
。

大
の
男
嫌
い
。
細
い
腕
で
は
考
え
ら
れ
な
い
程
の
怪
力
を
持
つ
。
武
器
は
身
の

丈
の
倍
は
あ
る
大
剣
を
巧
み
に
扱
う
。
ル
ミ
ナ
を
最
初
は
男
性
だ
と
思
い
込
ん

で
い
た
た
め
、
女
性
だ
と
気
づ
い
た
途
端
警
戒
を
緩
め
る
。

リ
ス
ト
・
ガ
ー
ナ
ー

自
称
“
紳
士
”
な
ら
し
い
が
、
ど
ん
な
相
手
で
あ
ろ
う
が
常
に
上
か
ら
目
線
な

口
調
で
話
し
、
怪
し
い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
不
気
味
な
奴
。
ル
ミ
ナ
の
父
親
の

“
親
友
”
と
言
い
張
る
が
…
…
？
　
武
器
は
手
投
げ
ナ
イ
フ
。
ど
こ
に
隠
し
持

っ
て
い
る
か
は
不
明
だ
が
、
そ
の
的
中
率
は
恐
ろ
し
い
程
良
い
。

テ
ル
ミ
カ
・
リ
ー
・
レ
ベ
リ
ッ
タ

レ
ベ
リ
ッ
タ
王
国
第
１
王
女
、
の
は
ず
が
何
故
か
賞
金
稼
ぎ
（
の
真
似
事
？
）
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を
や
っ
い
る
美
少
女
（
１
６
）
。
正
義
感
が
溢
れ
、
常
に
真
っ
直
ぐ
な
性
格
。

時
に
馬
鹿
で
ド
ジ
な
場
面
も
見
せ
る
。
ル
ミ
ナ
の
容
姿
に
騙
さ
れ
た
中
の
１
人

で
、
一
目
惚
れ
ま
で
し
て
し
ま
い
、
熱
烈
な
告
白
を
す
る
ま
で
に
至
っ
て
し
ま

う
。
武
器
は
身
の
丈
程
の
棍
棒
。
い
ら
ぬ
飾
り
を
つ
け
て
は
い
る
が
、
そ
の
棍

棒
さ
ば
き
は
な
か
な
か
の
も
の
。

リ
タ
＆
イ
ダ

Ａ
級
の
賞
金
首
、
男
女
の
双
子
（
１
５
）
。
女
の
子
の
リ
タ
は
、
快
楽
主
義
で

戦
闘
マ
ニ
ア
。
男
の
子
の
イ
ダ
は
、
通
常
内
気
で
弱
虫
だ
が
、
自
分
の
血
を
見

る
と
性
格
が
一
変
し
て
俺
様
に
な
る
。
武
器
は
、
リ
タ
が
２
丁
の
小
型
銃
、
イ

ダ
が
鎖
鎌
。
イ
ダ
が
縛
り
役
で
リ
タ
が
と
ど
め
役
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
リ

タ
と
イ
ダ
は
ホ
ル
ス
が
記
憶
喪
失
に
な
っ
た
訳
を
知
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
…
…
？

ジ
ル
ダ
・
ラ
ジ
ス
タ

自
分
を
“
闇
医
者
”
と
名
乗
る
謎
の
青
年
（
２
３
）
。
研
究
マ
ニ
ア
で
、
変
態
、

悪
戯
大
好
き
な
性
格
。
リ
ス
ト
と
は
ど
う
や
ら
顔
馴
染
み
の
よ
う
だ
が
…
…
？

　
“
蒼
い
心
色
”
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
時
に
、
運
が

悪
い
こ
と
に
ル
ミ
ナ
達
は
出
会
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
か
ら
は
ず
っ
と
ル
ミ
ナ
の

側
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
い
。
武
器
は
弓
矢
。
理
由
は
肉
体
労
働
が
好
き
で
は

無
く
、
後
ろ
で
ル
ミ
ナ
を
観
察
し
た
い
か
ら
だ
と
か
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

“
心
色
”
は
、
生
を
受
け
し
時
と
同
時
に
色
を
つ
け
る
。

『
赤
』
、
『
青
』
、
『
黄
』
、
『
緑
』
…
…
色
々
な
種
類
の
“
心
色
”
を
、
人

間
・
動
物
・
植
物
等
は
宿
し
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
、
唯
一
『
蒼
』
の
“
心
色
”
を
宿
す
者
は
…
…
。

ど
の
“
心
色
”
よ
り
も
、
気
高
く
・
美
し
く
・
強
く
、
そ
し
て
…
…
“
儚
い
”
。

己
を
信
じ
、
己
を
理
解
し
、
仲
間
を
裏
切
る
こ
と
は
な
い
“
強
き
心
色
”
。

し
か
し
、
己
の
命
を
重
要
視
せ
ぬ
“
儚
き
者
”
。

―
―
他
の
強
い
“
心
色
”
を
宿
す
者
、
“
蒼
い
心
色
”
を
宿
す
者
現
れ
し
時
、

そ
の
者
達
は
確
実
に
囚
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

蒼い心色
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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